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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年9月20日(2012.9.20)

【公開番号】特開2011-39110(P2011-39110A)
【公開日】平成23年2月24日(2011.2.24)
【年通号数】公開・登録公報2011-008
【出願番号】特願2009-183718(P2009-183718)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３１１　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３７４　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３８１　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年8月6日(2012.8.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結着樹脂、着色剤及び離型剤を少なくとも含有する芯粒子と、該芯粒子を覆う被覆層を
有するトナー粒子と、無機微粉体とを有するトナーであって、
　ｘ軸方向に測定温度（℃）を、ｙ軸方向に周波数１Ｈｚにおける貯蔵弾性率（Ｇ’１）
と周波数１０Ｈｚにおける貯蔵弾性率（Ｇ’１０）との比（Ｇ’１０／Ｇ’１）をプロッ
トして作成された温度－Ｇ’１０／Ｇ’１曲線において、
（ｉ）３５．０乃至６０．０℃にピークＴａを有し、
（ｉｉ）６５．０乃至９０．０℃にピークＴｂを有し、
（ｉｉｉ）９５．０乃至１３５．０℃にピークＴｃを有する
ことを特徴とするトナー。
【請求項２】
　前記温度－Ｇ’１０／Ｇ’１曲線において、前記Ｔａと前記Ｔｂとの間にボトムＴｄを
有し、前記ＴｂにおけるＧ’１０／Ｇ’１の値（Ｇ’ｂ）と、前記ＴｄにおけるＧ’１０
／Ｇ’１の値（Ｇ’ｄ）との差（Ｇ’ｂ－Ｇ’ｄ）が１．００乃至５．００であることを
特徴とする請求項１に記載のトナー。
【請求項３】
　前記温度－Ｇ’１０／Ｇ’１曲線において、前記Ｔｂと前記Ｔｃとの間にボトムＴｅを
有し、前記Ｇ’ｂと、前記ＴｅにおけるＧ’１０／Ｇ’１の値（Ｇ’ｅ）との差（Ｇ’ｂ
－Ｇ’ｅ）が０．２０乃至４．００であることを特徴とする請求項１または２に記載のト
ナー。
【請求項４】
　前記トナーのＴＨＦ可溶成分のゲルパーミッションクロマトグラフィーによるポリスチ
レン換算の分子量分布において、分子量４０００乃至１８０００に極大値（Ｍｐ）を有し
、重量平均分子量（Ｍｗ）が１００００乃至１５００００であることを特徴とする請求項
１乃至３のいずれか１項に記載のトナー。
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【請求項５】
　前記トナーのソックスレー抽出法によるＴＨＦ不溶成分の含有量が５．０乃至３０．０
質量％であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載のトナー。
【請求項６】
　前記トナー粒子は、難水溶性の無機分散剤を有する水系媒体中において、前記芯粒子を
有する分散液を形成する工程、該分散液に樹脂微粒子の分散液を添加して複合分散液を形
成する工程、該複合分散液を加熱する工程、該複合分散液において前記難水溶性の無機分
散剤を溶解する工程を経て形成されることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に
記載のトナー。
【請求項７】
　前記樹脂微粒子の分散液のゼータ電位（Ｚｓ）が、－１１０ｍＶ以上－５０ｍＶ以下で
あることを特徴とする請求項６に記載のトナー。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、結着樹脂、着色剤及び離型剤を少なくとも含有する芯粒子と、該芯粒子を覆
う被覆層を有するトナー粒子と、無機微粉体とを有するトナーであって、
　ｘ軸方向に測定温度（℃）を、ｙ軸方向に周波数１Ｈｚにおける貯蔵弾性率（Ｇ’１）
と周波数１０Ｈｚにおける貯蔵弾性率（Ｇ’１０）との比（Ｇ’１０／Ｇ’１）をプロッ
トして作成された温度－Ｇ’１０／Ｇ’１曲線において、（ｉ）３５．０乃至６０．０℃
にピークＴａを有し、（ｉｉ）６５．０乃至９０．０℃にピークＴｂを有し、（ｉｉｉ）
９５．０乃至１３５．０℃にピークＴｃを有することを特徴とするトナーに関する。
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